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　「一式飾り」の作品を見た記憶がある人にお尋ねしたいが、その作品を見たのは昼であっただろうか、それとも夜であっただろうか。平田や直江、掛合の夏祭りでは 涼しくなる夕方から夜にかけて、作品を見て回る人が多いのではないかと思う。　これに対し、 「法勝寺一式飾
り」が飾られる鳥取県南部町の「さくら祭り」では、花見を兼ねて日中に見る人が大半だが、中には「一式飾り」は夜見るに限ると考え、わざわざ陽が落ちるのを待ってから作品を見て回 人たちがいる。　
まだ４月上旬の夜は肌寒
く、吐く息が白くな 時もある。それでも人々は夜の作品見物を止めようとしない。　
私も学生たちを連れ、夜
の「法勝寺一式飾り」
鳥取大学地域学部准教授
  高橋
　
健司
回ることにしているが、実際に歩いてみるとその理由が腑
を増し、作品の背景には陰影ができて立体的に見え、人や
動物に命が宿ったような錯覚すら覚える。　
島根でも鳥取でも「一式」
を「一色」と記すことがあるが、それは夜見る陶器や漆器の色鮮やかな美しさを表しているのかもしれない。　
そこで今回は、私の記憶の
中で今も輝いている作品を紹介したい。実はこの作品も前回と同様、山陰のものではない。これは２０１６年７月に滋賀県野洲市行畑 （ゆきはた）地区の「行畑地蔵祭り」で飾られた、仏具一式による「宇治平等院」 という作品であ 。行畑では「一式飾り」とは呼ばずに 「造り物」 と呼ん る。　
カラーでお見せできないの
が残念だが、経机の黒 赤、金色の漆が夜の照明を浴びて光り輝いている。屋根に見立てた経本の青色も鮮やかである。この作品を作った は行畑の隣組第
11組の人たち。毎
年、仏具を用いてシンプルな作品を作り続けている。　
仏具は今や行畑以外では見
られない珍しい道具だが、かつては山陰でも用いられ、使
われなくなった仏具が平田に多数保管されている。　「行畑地蔵祭り」 で 「造り物」が見られるのは、７月の最終日曜日の夕方から夜
10時ごろ
まで。作品は祭りが終わるや否や、その日のうちに解体される。　
行畑の「造り物」の命はわ
ずか一夜限り はあるが、その儚（はかな）さを人々はいとおしみ、花火と同様、鮮やかな記憶となって残る。 れは夏の夜 夢のようである　
ところが近年、各地で作品
の常設が目に付くようになった。平田では町の至る ころに一年中飾られている。観光や町おこしの一環であろうが、かえって逆効果を生んではいないだろうか。いつでも見られると思うと興ざめしてしまう。　
作ったら壊すという行為
を、遠く江戸時代から繰り返して「一式飾り」は存続してきた。その潔い精神 胸を打つ。 作品の形は残 なくても、「一式飾り」は人々の記憶にしっかりと刻まれている。
（ふ）に落ちる。昼間の作品とはまるで違って見えのである。照明に照らされた作品は輝き
夏の夜の夢
「一式飾り」
  探訪記
第７回
2018.04.25（水）
